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２０１１年３月期第１四半期業績 （ハイライト）

売 上 高 １,５８５

当期実績 前年同期実績

営業利益

経常利益

当期利益

４３

５０

３５

１,３２５

△３８

△３２

△２０

＋２０％

前年同期比

一株利益 ２５円６６銭 △１４円７３銭 ＋４０円３９銭

ＦＣＦ △１０８ △１１２ ＋４

ⅠⅠ

一株純資産 １,６６９円３５銭 １,６６６円００銭 ＋３円３５銭

増減額 増減率

＋２６０

―＋８１

ー＋８３

ー＋５６

（億円）

（*）

（*）一株純資産の前年同期実績は、2010年3月末実績を記載しております。
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２０１１年３月期 業績予想 （ハイライト）

（注）想定レート：１ＵＳＤ＝ ９０円

１ＥＵＲ＝１１０円

ⅡⅡ

売 上 高

営業利益

経常利益

当期利益

一株利益

一株配当

１-２Q予想

４５円０８銭

通期予想

６,７００

９１円６１銭 ＋１１２円１６銭

前年同期比

＋８３円６６銭

９０

９２

２０２

２０５

１２６

３,２３０

１０円００銭 ２０円００銭 ＋５円００銭

ＦＣＦ ＋４８ ＋４８ △９３＋１１３

＋５円００銭

６２

（注）1-２Q予想売上高（+100億円）、営業利益（+30億円）、経常利益（+30億円）、当期利益（+27億円）は

前回予想（２０１０年３月期決算発表時）より上方修正、通期予想は1-２Q上方修正分のみを反映

増減額 増減率

＋１５％＋４１３

ー＋１６６

ー＋１６２

ー＋１１５

前年同期比

増減額 増減率

＋９％＋５３１

ー＋２１８

ー＋２１０

ー＋１５４

（億円）
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四半期受注高の推移

（億円）

11/3 1,014 +59%

前年
同期比前回予想(e)

+101% +28%

269 275 270

200
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２０１１年３月期 業績予想 （電子デバイスシステム）

584

（億円）

対前回予想
増減率

＋８％

±０％

＋１６％

825

890

売上高

１Q-２Q

３Q-４Q

(e)は前回予想（2010年4月公表値）、(e1)は今回予想

■主な売上高偏差要因等

プロセス製造装置

・エッチング装置の前半は、予定案件の着実な取り込みによりほぼ計画

通り。後半は新規顧客向けゲート用エッチング装置、ハードディスク

ヘッド加工用EMCP装置等の拡販を目指す。

評価装置

・測長SEMの前半は、大手メモリーメーカー、ファンドリーの増産投資の

積極化等により計画比大幅増。後半も微細化・量産投資案件の取り込みに

注力。

後工程・実装装置

・ダイボンダの前半は、メモリー向け増産投資等により計画比大幅増。

後半もメモリー向け需要に期待。

・チップマウンタの前半は、前年度投入した新製品効果等により計画比増。

後半は中国市場を中心に大手EMS向け等への拡販を図り、シェア拡大を

目指す。

5
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２０１１年３月期 業績予想 （ファインテックシステム）

303

売上高

１Q-２Q

３Q-４Q

対前回予想
増減率

＋５％

±０％

＋１４％

390
410

（億円）

(e)は前回予想（2010年4月公表値）、(e1)は今回予想

（億円）

11/3 399 +52%

前回予想(e)

+175% +1%

131

82

118

68

■主な売上高偏差要因等

FPD関連製造装置

・液晶関連製造装置の前半は、台湾地域等の前工程投資が再開され

露光装置等が計画比増。後半は引き続き前工程装置売上確保、原価低減に

よる利益確保に取り組む。

ハードディスク関連製造装置

・ハードディスク関連製造装置の前半は、ガラス基板およびメディア増産

投資により計画比増。後半は引き続き増産投資の取り込みと

ヘッド、メディア関連の新製品の拡販に注力する。

6
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２０１１年３月期 業績予想 （科学・医用システム）

1,230

（億円）

売上高

１Q-２Q

３Q-４Q

対前回予想
増減率

△２％

±０％

△４％

1,170 1,145

(e)は前回予想（2010年4月公表値）、(e1)は今回予想

■主な売上高偏差要因等

分析関連事業

・解析装置の前半は、円高の影響があるものの、半導体・材料関連市場

の設備投資回復によりほぼ計画通り。後半は新製品の販売立上げや

半導体関連顧客へのさらなる拡販を目指す。

・汎用分析装置の前半は、民需が低迷なるも、材料・化学関連分野等の

活発化している市場への拡販によりほぼ計画通り。後半は製薬分野向けの

液体クロマトグラフの販売強化、新材料市場への分光光度計の拡販等

により堅調を維持。

バイオ・メディカル事業

・医用分析装置の前半は、円高の影響等により計画比減。後半は新大型

システムの拡販等により業容の確保とシェアアップを目指す。

・DNAシーケンサの前半は、前年度投入した新製品効果等より計画通り。

後半も新製品への買い替え需要の喚起等により堅調を維持。

7
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２０１１年３月期 業績予想 （産業・ITシステム）

1,258

１Q-２Q

３Q-４Q±０％

＋１％

1,135 1,１40

対前回予想
増減率

＋０％

（億円）

売上高

（注）2010年4月公表の当セグメント2009年度売上高1,231億円は、
「先端産業部材」セグメントとの間で修正を行い、28億円増加しております。

(e)は前回予想（2010年4月公表値）、(e1)は今回予想

■ 主な売上高偏差要因等

・LiB等組立装置の前半は、エコカー需要増加を受けほぼ計画通り。後半も

引続き拡販を目指す。

・車載用HDDの前半は、高級車向け搭載シェア向上等により計画比増。

後半は同分野のさらなる深耕を目指す。

・ITソリューションの前半は、米国向け携帯電話は増加するも

全体ではほぼ計画通り。後半は設計・製造ソリューションを中心に

業績回復を目指す。

8
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２０１１年３月期 業績予想 （先端産業部材）

2,894

１Q-２Q

３Q-４Q±０％

＋２％

3,150 3,180

対前回予想
増減率

＋１％

売上高

（億円）

(e)は前回予想（2010年4月公表値）、(e1)は今回予想 （注）2010年4月公表の当セグメント2009年度売上高2,922億円は、
「産業・ITシステム」セグメントとの間で修正を行い、28億円減少しております。

1,392 1,520 1,550

1,502 
1,630 1,630

0

1,750

3,500

10/3 11/3(e) 11/3(e1)

■ 主な売上高偏差要因等

・工業材料の前半は、世界経済の回復の流れを受け、鉄鋼・機能材料等の

工業材料品が堅調に推移し計画通り。後半も業績水準の維持向上を図る。

・電子デバイス・材料の前半は、半導体市況の回復によるシリコンウェーハ

の出荷増等により計画比増。後半も引き続き拡販を図る。

9
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（億円）

四半期業績の推移

０９年１Ｑ ０９年２Ｑ ０９年３Ｑ ０９年４Ｑ １０年１Ｑ

売
上
高

電子デバイスシステム １０５ １２９ １４１ ２０９ １６９

ファインテックシステム ５９ ４８ ５３ １４３ ６７

科学・医用システム ２４２ ３０１ ２６６ ４２２ ２７５

産業・ITシステム ２７５ ３０９ ２８４ ３９１ ２９６

先端産業部材 ６６１ ７３０ ７３２ ７７１ ８０２

その他・消去又は全社 △１６ △２５ △２４ △３４ △２５

合計 １,３２５ １,４９２ １,４５１ １,９０１ １,５８５

営業利益 △３８ △３８ ４ ５６ ４３

経常利益 △３２ △３７ ８ ５７ ５０

当期利益 △２０ △３３ △３ ２８ ３５

ⅢⅢ
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主要製品群別売上高の状況

０９年１Ｑ ０９年２Ｑ ０９年３Ｑ ０９年４Ｑ １０年１Ｑ

電子デバイスシステム １０５ １２９ １４１ ２０９ １６９

プロセス製造装置 ６５ ３３ ５７ ４９ ３２

評価装置 ２３ ５５ ４９ １１５ ７９

後工程・実装装置 １７ ４０ ３５ ４５ ５８

ファインテックシステム ５９ ４８ ５３ １４３ ６７

ＦＰＤ関連製造装置 ５２ ４２ ４８ １３１ ５６

ＨＤ関連製造装置その他 ６ ６ ５ １２ １１

科学・医用システム ２４２ ３０１ ２６６ ４２２ ２７５

汎用分析機器 ２９ ３９ ４０ ６１ ２７

解析装置 ３１ ６７ ４６ １２９ ３６

生化学・免疫分析装置 １４４ １５２ １３７ １８０ １６２

バイオ製品その他 ３８ ４２ ４３ ５３ ４９

産業・ＩＴシステム ２７５ ３０９ ２８４ ３９１ ２９６

ＬｉＢ等組立装置 １５ １９ １６ ３８ ３５

車載用ＨＤＤ等 ６０ ６８ ６８ ７５ ７５

ＩＴソリューション １１４ １２３ １０６ １４８ １０３

計装品その他 ８５ ９９ ９４ １３０ ８３

先端産業部材 ６６１ ７３０ ７３２ ７７１ ８０２

工業材料 ２７８ ２８７ ３２６ ３２５ ３３６

電子デバイス・材料 ２０９ ２０５ ２０３ １８１ ２３８

光関連部材 ７０ ９３ １０５ １０２ ９９

機能化学品その他 １０４ １４５ ９８ １６２ １２９

（億円）
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＜資料取り扱い上の注意＞
① 本プレゼンテーションで述べられている決算概要及び業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結です。
② 数値情報は、億円未満を四捨五入しています。
③ 増減率は、基本的に円単位で計算しています。
④当社が開示する将来の業績見通しや戦略等に関する予想は、開示時点で知りうる情報や合理的と思われる前提をもとに策定しており、さまざまな外部要因による直接的・間接的な影響により、

実際の当社の業績等が開示内容と異なる可能性があります。但し、開示内容との間に大きな乖離がある場合は、法令や証券取引所が定める適時開示規則並びに当社の自主的な判断に基づき、
その都度開示していきます。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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お問合せ先
社長室 広報・IRグループ 部長代理 加藤 弘之
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943
E-mail：kato-hiroyuki@nst.hitachi-hitec.com


